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会社名

株式会社　　協和電装 本社工場：長野県上田市上田41-6

山口工場：長野県上田市上田1351-4

代表取締役社長　　　手島　　稔

事業内容　

自動車用加工部品（金属、樹脂）の製造

事業規模

資本金：1100万円　　　　売上高：7億100万円　　従業員数：42人

環境管理責任者及び担当者

責任者　　　　　　：　　手島　智幸　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：0268-21-1326

担当者（事務局）：　　山口　大夢　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：0268-75-0375（山口工場）

取　扱　製　品

1 事業概要

代表者名

樹脂成型品（車載向け）

インサート成形品（車載向け）



2 環境経営方針

私達は地球上において、継続的に環境との調和を求め、地球環境保全を推進し、

社会や地域に貢献できる企業を目指してまいります。

当社は自動車部品を製造するにあたり、環境との共生・調和および環境への取り組みを最重要課題

として位置付け、次の項目について環境関連法規を尊守し、事業活動を反映した環境目標を設定し、

継続的に環境負荷の低減に努めます。

・生産量あたりの

・二酸化炭素排出量の削減

・廃棄物の削減

・排水量の削減

・より環境負荷の少ない設備の導入

・製品に対する積極的な改善

この方針を全従業員に周知徹底し、環境意識の向上・環境の保全に努めます。

当社はこの環境方針に基づいて行動することを誓約いたします。

制定日 2015.9.29

改訂日 2021・9・27

株式会社　　協和電装

代表取締役社長      　　　

手島　稔



3 環境活動組織（実施体制）

⇔

環境管理責任者　　専務：手島智幸

検査部門責任者検査部門責任者成形部門（製造）

三井主任

外装ケースパッケージ品塩入係長
清水係長

・受発注・客先窓口
・納期管理

・ISO・EA21事務局
（本社・山口）

・営業
・購買管理

・グループ管理
・顧客情報受付

環境管理責任者　　専務：手島智幸

社長：手島 稔
代表者

6.5Gタイバーカット
SMDタイバーカット

SMD外観検査
最終検査
出荷検査

外装ケース・キャップ外観検
査

最終検査
出荷検査

6.5Gチップコン搭載
6.5G成形
SMD成形

金型メンテナンス
キャップ成形

営業課

丸山課長

成形（第1第2）・プレス

山口工場　組織図

代表者
手島社長

第2検査係（セルケース）

山口係長

外観検査・最終検査
寸法検査・出荷検査

・品質管理
・金型管理
・設備管理

業務管理課 製造課（金型メンテ） 品質管理 経理・総務

・経理・総務

・工程内検査
・設備管理
・成形加工
・受入検査

検査係責任者



主な役割・責任及び権限(実施体制）

・環境方針の作成
・組織を制定し、責任者を任命する
・環境経営システムの承認
・年間教育計画の承認
・マネジメントレビュー
・設備、工程の設置、変更の承認
・各部門環境目標作成の承認
・環境経営システムの作成、審査
・環境管理システムの見直し、不適合予防
・環境関連法およびその他の要求事項の管理
・各部門の環境目標の調整・承認
・年間教育計画の作成、審査
・有資格者の承認
・環境問題の是正処置の確認
・社長への環境経営システム運用状況の報告
・環境目標の設定、実施
・環境システム問題発生の予防活動
・作業員教育
・指示された活動内容の実施
・指示された活動内容の尊守ができない場合は部門責任者の指示を受ける
・エコアクション21実務
・環境管理責任者の指示でシステムの構築、運用
・結果を環境管理責任者に報告

責任者・部門 役割・責任・権限

代表者　（社長）

管理責任者

各部門責任者

各部門作業員

事務局



4 環境経営計画

①　　　環境活動実施計画及び内容
各部門責任者、全社員により実施

部門 内容

指標

従業員数

売上高

単位

全社員

・売上あたり：0.0273t/千万円

・作業改善提案
・ＯＪＴ教育にてスキルアップ

・エアコン27度設定
・不使用時の消灯徹底
・メモ用紙は裏紙利用

・配達運転への配慮
・取引先評価見直し

・ガソリンの使用量
売上あたり：19085　1/千万円
・1/年見直し評価

2021年10月～2022年９月まで
業務・営業

部門
責任者

2021年10月～2022年９月まで

・売上あたり：0.0273t/千万円

・日々の出来高管理、月次評価

2021年10月～2022年９月まで

対  象  期  間

2021年10月～2022年９月まで
製造部門
責任者

品質管理
部門

責任者

・不良品の削減
・作業工数アップ
・進捗管理

・不良品の削減
・手順の見直し
・新人教育

目標値 計画

40.63

33,816

・室温管理
・節電、節水
・裏紙利用

21年10月～22年9月

42

71,564

1188

68,269

42.42

㎞

床面積

生産高

生産量

運搬量

人

万円

㎡

万円

t

t

運送距離



②　　重要な環境負荷の実績

環境への負荷の状況（取りまとめ表）

料金（円）
CO2排出量

（kg-CO2)
割合

環境負荷

の要因と

なる主な

活動・設

備等（具
電力1 421,974.00 kWh 9,661,558 171,321.44 49.3%

電力2 343,104.00 kWh 7,659,747 139,300.22 40.1%

電力3 kWh

電力4 kWh

電力5 kWh

ガソリン 9,133.80 L 0 21,190 6.1%

軽油 6,078.52 L 0 15,683 4.5%

灯油 L

A重油 L

都市ガス m3

液化石油ガス（LPG） kg

液化天然ガス（LNG） kg

合計（エネルギー） 17,321,305 347,495 100.0%

66,681.00 kg -22,833,508

746.00 kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 746.00 kg

kg

中間処理量 kg

うち再資源化量 kg

最終処分（埋立）量 kg

上水 326.00 m3 77,196

工業用水 m3 0

地下水 m3 0

2021年10月 〜 2022年9月

量

エネル

ギー

使用量

（シー

ト：

3. エネル

ギー使用

量）

一般廃棄物総排出量

52,880

産業廃棄物（特別管理）総排出量

0

水使用量

（シー

ト：
化学物質

使用量

（シー

ト：

7. 化学物

質使用

産業廃棄物総排出量

項目



③ 環境経営目標

Ｃｏ²排出量を売上あたり1％削減する Ｃｏ²排出量を売上あたり0.4％削減する
参考値：5272kg-Co2/千万円（2020年度） 目標値：（1千万円あたりのＣｏ²排出量）
目標値：5219kg-Co2/千万円 ≦4227.86kg-Co2/千万円

電気使用量の売上あたり1％削減する 電気使用量を売上あたり2％削減する
参考値：10063.3kWh/千万円（2020年度） 目標値：（1千万円あたりの電気使用量）
目標値：209.3kWh/千万円 ≦9120.701kWh/千万円

ガソリン・軽油使用量を売上あたり1％削減す ガソリン・軽油使用量を売上あたり0.4％削減する
る

参考値：211.5　　ℓ/千万円（2020年度） 目標値：（1千万円あたりのガソリン・軽油使用量）
目標値：209.3　　ℓ/千万円 ≦190.85　ℓ/千万円　

不良を売上あたり1％削減する 不良を売上あたり2％削減する

参考値：0.0624t/千万円（2020年度） 目標値：（１千万円あたりの不良量）
目標値：0.060t/千万円 ≦0.0273t/千万円

*電力の二酸化炭素排出係数：0.406Ｋｇ-Ｃｏ2/ＫＷｈ(2020年度中部電力調整後係数参照)

コメント
廃棄物の不良削減以外の項目については、２２年初めよりコロナ禍による影響が大幅に出始め半導体・自動車業界
において顧客・部材調達、発注計画が不安定となり当社における生産計画・納入計画も日々変更が入るなどして
計画が狂い未達成となってしまった。

22年度目標

③現状値（’21）
売上あたり

4227.86
（kg-CO2/kWh)

191.61
（l/千万円）

0
（l/千万円）

➀目標値
売上あたり

212.58
（l/千万円）

0
（l/千万円）

190.85
（l/千万円）

0
（l/千万円）

中期目標（2020.10～2023.9）

コピー用紙の使用のみの為、数値は定めない事とする

環境経営目標における実績（2021年度）

水資源
投入量
削減

生活用水として使用の為、削減目標は定めない事とする

ガソリン
軽油

灯油

電気

Ｃｏ2
排出量
削減

2
廃棄物量

削減
（不良の削

減）

設備　等

9120.701
（kWh/千万円）

9306.84
（kWh/千万円）

85.3%

4244.83
（kg-CO2/kWh)

・不使用時には消す
・温度の管理
（成形：26℃、その他
28℃）

目標達成手段

・ガソリン・軽油
・電気使用量削減

・運転方法の配慮
・計画的な輸送

水

不良品
0.0273

（t/千万円）

1

Ｃｏ2

紙

廃棄物

水資源

3 グリーン
購入

4

Cо2排出量

5

0.0279ｔ
（t/千万円）

0.0250
（t/千万円）

109.4%
・教育訓練
・報、連、相を速やかに行
う

10691.420
（kWh/千万円）

達成率
（％）

87.1%

89.8%

・裏紙の再利用---

②基準年度値（’20）
売上あたり

-

4855.99
（kg-CO2/kWh)

・節水を心掛ける----



④ 環境活動結果と評価 2021～2022
10月 11月 12月 1月 2月 3月
4672.345 4367.394 4629.695 4334.289 4644.106 4300.300

195.26 188.03 197.26 184.41 161.19 199.98
10,341 9,632 10,215 9,569 10,466 9,398
0.0370 0.0377 0.0272 0.0288 0.0190 0.0208

0 8.79 0 9.28 0 7.70
6.95 7.05 6.74 6.25 6.3 6.62

4月 5月 6月 7月 8月 9月 2021～2022

4424.822 4815.246 4996.476 4877.956 7241.891 6164.304 4855.990

171.77 269.32 247.11 245.97 286.73 264.76 212.58
9,861 10,272 10,846 10,552 16,139 13,601 10,691

0.0141 0.0193 0.0165 0.0244 0.0230 0.0271 0.0250
0 9.54 0 8.71 0 13.16 4.56

6.31 5.03 5.52 5.97 4.64 4.18 71.56

活動を通し不良削減出来た。理由としては顧客との定例会を通じまた顧客の協力のもと不良低減活動をおこなった結果による。
昨年より綿密な生産・納入計画を徹底させルート便の減便を行ってきたが、日々変わる顧客動向に左右され
顧客動向の様子見で生産活動を温存させた結果、電気使用量の削減ができなかったり受注減による仕掛りの見直し・低減
なども行ったことから、逆に生産計画・納入計画がタイトになってしまい無駄飛びも多くなってしまいガソリン代の増加になってしまっている。

コロナ禍による影響はここへきて売上マイナス１５％超～２０％と不安定になってきており注視していく必要がある。

*活動評価*

ＣＯ2排出量(㎏-CO2)
ガソリン・軽油(L)

電気(kWh)

ＣＯ2排出量(㎏-CO2)
ガソリン・軽油(L)

電気(kWh)
不良（t）
水(㎥）

売上(千万円)

売上あたりの使用量

売上あたりの使用量

不良（t）
水(㎥）

売上(千万円)

２２年度の

売上当たり



⑤ 次年度の取り組み目標

次年度の活動計画
10月11月 12月1月 2月3月 4月5月 6月7月 8月9月 10月

・使用電力のピークカット
　機械停止後の立上げを時差にする

●グリーン購入の推進●
・必要性の熟慮
・エコマーク商品の優先購入

●ガソリン・軽油の使用量削減●

●廃棄物量の削減●

次年度の取り組み

●電力使用量の削減●

内　　　　　　　　　　　　　容

●水排出量の削減● ・こまめに節水を行う

・計画的運送
具体例：8ｔ車による１回/１日の納品　納品数が少ない場合は
顧客承認のもと翌日に持ち込むなど、計画的に行う。

・6.5Gのバリ取りによる不良品削減
具体例：現状の見直しを行い、バリ取り工程により発生する
キズ不良を減らす。
・SMDの不良削減
具体例：現状の見直しを行い、樹脂キズによる不良を削減

自動外観装置導入

6.5Gケース・SMDケースの工程見直しと不良削減



5 環境関連法規尊守の評価

-
〇
-
〇

〇

*評価結果*
コメント

環境関連法規の尊守違反は無し。
また、過去３年間での行政・近隣からの訴訟等も無し

・河川への排水に伴うPH濃度の確認。 金型洗浄後の排水 〇

灯油

コンプレッサー
エアコン

自動車

全ての製品

評価

〇

-

-

〇

消防法

フロン排出抑制法

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

顧客要求事項 ・購入仕様書による規制物質の使用禁止

該当する
設備・項目

廃棄物廃棄物処理法

該当する要求事項

〇

・貯蔵所・取扱所・設備・数量変更時の許可申請
・消火、避難等の消防活動に必要な物を設置・維持する
・少量危険物・可燃物貯蔵取扱届出書の提出
・危険物取扱責任者以外の者は甲種又は乙種取扱責任者が立ち
会う
・危険物流出時の拡散防止措置・通報

・廃棄する際のフロン類の適正・かつ確実な措置
・回収・破壊工程の確認

・廃棄時の適切な処置

・使用済みとなった自動車を取引業者に引き渡す

法規制等の名称

・一般廃棄物を適正に分別し、市町村の収集運搬に協力する

水質汚濁防止法



6 代表者による評価・見直し

インプット情報

アウトプット・コメント

・環境マネジメントシステムの徹底は期待した通りか、また改善するべき事項はあるか

　2022年10月現在、外装ケース製品は失注してたまま低調、ＰＫＧ製品についても受注量の低下の兆しあり。
　そのため、次年度目標値について慎重に精査する必要があるが供給責任があるため、生産体制については様子見とする。
　不良削減に向け顧客主導のもと更なる不良提言活動を行なって行く必要がある。

・顧客や外部利害関係者への対応、要求事項は期待した通りか、また改善するべき事項はあるか

　顧客と不良低減の為のすり合わせ会議を１回/月行なってきた。
　PKG製品については、会議を通じ主力製品（６．５G、SMD）の改善要求は継続的に細かに行っており品質は向上してきている。
　
　離職率の問題などで、人員の確保が急がれるが受注動向が不安定なため、精査しながら見極める必要がある。
　特に検査工程は顧客からの要望もあり（自動外観検査）の導入について進めている最中であるが
　想定した以上にオペレータのスキルが求められ、適用に難攻しており外部講習等へ参加をさせレベルＵＰを図る必要がある。

・方針展開、目標達成に不足な資源はあるか

　人員のスキルＵＰ。（外部講習の参加など）
　人員配置の再構築を急ぐ必要がある。（役職者の退職発生予定があるため業務分散・再明確化が必要。）
　新規設備の導入設備（外観検査装置）の適用に向けての詰め。

・その他インプット情報について
　顧客クレーム２件。（ガイソウケースバリ付着、６．５Ｇ樹脂部遺物付着。７月発生案件）

評価実施日：　　2022　年　10月　5　日 評価者：代表取締役　　手島　稔　　

・法的要求事項及び組織が同意するその他要求事項の尊守評価の結果
・苦情を含む外部の利害関係者からのコミュニケーション
・組織の環境パフォーマンス
・目的及び目標達成の程度
・是正処置及び予防処置の状況・効果
・環境管理項目に関係した要求事項の進展を含む変化している周囲の状況
・改善の為の提案


